
                        令和元年８月３１日

                           宗教法人 阿蘇神社   

（お知らせ）

重要文化財楼門の組立工事、及び拝殿再建工事の着工について

平素より当神社の災害復旧事業にご理解ご支援を頂き厚く御礼申し上げます。

さて、平成２８年熊本地震により倒壊しました重要文化財の楼門、及び拝殿の災害復

旧工事を、お陰をもちまして下記のとおり着工する運びとなりました。８月２８日に関

係者参列のもと、両工事の安全祈願祭を執行しましたのでご報告申し上げます。経過に

つきましては、今後ホームページにおいて随時報告してまいります。

多くのご支援に感謝し、適正に事業を進めてまいりますので、引き続きご理解ご協力

をお願い申し上げます。

                    記

１，工事名 ①【国・熊本県・阿蘇市の補助事業】重要文化財楼門組立工事

      ②【指定寄附金事業】拝殿及び翼廊復元工事（別称：拝殿再建工事）

２，工事期間 ①令和５年１２月まで（予定）

       ②令和３年 ６月まで（予定）

３，事業費 ①１３億６３００万円（楼門ほか重要文化財５棟の災害復旧 総事業費）

② ８億２６００万円（指定寄附金事業 総事業費）

〈内訳〉斎館復旧工事（完了）１億２４００万円

    拝殿再建工事    ７億 ２００万円

※事業費には指定寄付金４億円を充当します

４，設計監理業務 ①（公財）文化財建造物保存技術協会

② (株)日本建築工藝設計事務所

５，請負工事 ①・②ともに清水建設(株)九州支店

６，その他 ご参拝順路につきましては別添図をご覧下さい。ご迷惑をおかけしますが

ご協力くださいますようお願い申し上げます。
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阿蘇神社災害復旧現況図 
令和元年９月～ 

拝殿・翼廊（全壊）

昭和２３年（１９４８）

【指定寄附金事業】

解体工事（平成 28年 11月）

基礎解体工事（平成 30年 8月）

再建工事実施中

（令和元年 9月～3年 6月）

【重文】二の神殿 天保１３年（１８４２）

部分解体修理  着工：平成 29年 5月
完了：平成 31年 3月

【重文】三の神殿

天保１４年（１８４３）

部分解体修理 

着工：平成 28年 12月
完了：平成 30年 9月

御札所 昭和３年（１９２８）

部分修理（平成 28年 9月）

※楼門脇から移動

【重文】一の神殿

天保１１年（１８４０）

部分解体修理

着工：平成 30年 7月
完了：平成 31年３月

斎館 昭和３年（１９２８）

【指定寄附金事業】

 修復工事 着工：平成 30年 4月

      完了：平成 30年 11月

【重文】神幸門

嘉永２年（１８４９）

部分解体修理

着工：平成 29年 5月
完了：平成 30年 9月

【重文】還御門

嘉永２年（１８４９）

部分解体修理

着工：平成 29年 5月
完了：平成 30年 9月

１，重要文化財建造物６棟（国・熊本県・阿蘇市の補助事業）

第１期【完 了】（平成２８～３０年度）一の神殿・二の神殿・三の神殿・神幸門・還御門の復旧工事、楼門の解体格納工事

第２期【実施中】（平成３１～令和５年度）楼門の復旧（組立）工事

阿蘇神社災害復旧事業 進捗状況 

【重文】楼門（全壊）

嘉永３年（１８５０）

全解体修理

着工：平成 28年 11月
組立工事実施中

令和 5年 12月まで（予定）

１，国県市補助事業対象 ２，阿蘇神社自費事業対象

２， 拝殿と斎館（指定寄附金事業）

斎館修復工事【完了】（平成３０年１１月） ／拝殿及び翼廊再建工事【実施中】（令和３年６月まで予定）

３，御仮屋など飛地境内の諸施設、楼門に接続する回廊の復旧 【実施時期は未定】
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